
 

※当広告上のすべての文書および画像の複製・複写・無断転載等を固く禁じます。 

令和８年度 中央公民館講座 受講生募集                

６月２４日（水） 午後１時～３時３０分 
 

・講演会「地域で子どもを育てるためにできること」 

・茶話会「自分と子どもの未来を考える」 
※講演会のみ参加も可能です。 

 
白戸 洋（しらと・ひろし）先生 
・松本大学 総合経営学部  

観光ホスピタリティ学科 教授 

・長野県白馬高等学校 学校運営協議会 

（コミュニティスクール） 会長 
 
茅野市中央公民館 2F 学習室 
※住所：茅野市宮川4552-2 ※建物の前後に駐車場多数あります。 
 
市内在住、在学、在勤者で以下の方 

・子育て中の方 ・子どもに関わりがある方（公私問わず） 

・公民館や区（自治会）の関係者 ・地域課題に興味のある方  

※託児はございません。 
  
筆記用具、ご自分のお飲み物 
 
茅野市中央公民館 
※募集開始：令和８年４月２７日（月）午前 10時から 

※電話(0266-72-3266)・インターネットにて受付 

 

日時 

場所 

講師 

内容 

申込・問 

～この講座の企画の背景～ 
 

地域（地元）と子どもの関係性を繋いでいくことは、地域の未来を繋いでいくことだと考えます。 

しかし、子どもと地域の関係は、小学校・中学校を卒業したあたりで一度プツンと切れてしまうこと

が少なくありません。親世代は地域と繋がっていても、一度切れてしまった子どもと地域の関係性は、

進学や就職後にも戻らないこともあります（課題①：茅野市の子どもが茅野市に残らない）。 

また、大人になって就職で地元に戻ったり、子育て中に持ち家を建てたり…そんな段階で、再度地

域と繋がることもあります。しかし、インターネットの中にさえほとんど情報がない、地域の実情に戸惑う

こともあります。（課題②：地域コミュニティの内側が見えない）。 

今回の講座では、地域とのつながりが切れてしまいがちな高校生・大学生の像を正しくとらえるた

めに、講師の先生から普段を見て感じていることをお話いただきます。その後の茶話会では、難しい議

論ではなく、率直に思ったことをグループで話し合える場にしたいと思います。 

▲インターネット申込 

定員：３０名程度 

受講料：無料 

対象 

持ち物 


